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第
三
条
の
見
出
し
中
「
連
結
に
お
け
る
事
業
年
度
」
を
「
連
結
会
計
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
次
項
に

定
め
る
」
を
「
自
己
資
本
の
構
成
に
関
す
る
開
示
事
項
、」に
改
め
、「
第
三
項
に
定
め
る
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

「
定
量
的
」
を
「
第
一
項
の
定
量
的
」
に
改
め
、「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
自
己
資
本
比
率
告
示
第
十

四
条
第
一
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
控
除
項
目
の
対
象
と
な
る
会
社
」
を
「
そ
の
他
金
融
機
関
等
（
自
己
資
本

比
率
告
示
第
十
三
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
そ
の
他
金
融
機
関
等
を
い
う
。）で
あ
っ
て
組
合
の
子
法
人
等
で
あ

る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
ホ
を
削
り
、
ヘ
を
ホ
と
し
、同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、

同
項
第
四
号
ヘ
中
「
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
」
を
「
第
五
十
四
条
第
二
項
第
二
号
、
第
百
五
十
三
条

第
二
項
第
二
号
及
び
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、「（
自
己
資
本
比
率
告
示
」
の
下
に
「
第
九
十
九
条
、」を

加
え
、「
資
本
控
除
し
た
額
」
を
「
千
二
百
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
が
適
用
さ
れ
る
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
額
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
次
に
掲
げ
る
」
の
下
に
「
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

次
に
定
め
る
」
を
加
え
、
同
号
ヌ
中
「
実
績
値
」
を
「
実
績
値
と
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第

五
号
イ
]
中
「
採
用
組
合
」
を
「
が
適
用
さ
れ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
係
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号

と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
七
号
イ
d
及
び
ロ
^
中
「
第
二
百
二
十
三
条
」
を
「
第
二
百
二

十
三
条
第
一
項
」
に
、「
自
己
資
本
か
ら
控
除
し
た
」
を
「
千
二
百
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
が
適
用

さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
イ
中
「
、
時
価
及
び
」
を
「
及
び
時
価
並
び
に
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項

を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
定
性
的
」
を
「
第
一
項
の
定
性
的
」
に
改
め
、「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項

第
一
号
イ
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
」
に
、「
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す

る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）」を
「
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
五
条
」
に
改
め
、「
連
結
の
範
囲
」

の
下
に「（
以
下
「
会
計
連
結
範
囲
」
と
い
う
。）」
を
、「
相
違
点
」
の
下
に
「
及
び
当
該
相
違
点
の
生
じ
た
原
因
」
を

加
え
、
同
号
ハ
及
び
ニ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

自
己
資
本
比
率
告
示
第
十
五
条
が
適
用
さ
れ
る
金
融
業
務
を
営
む
関
連
法
人
等
の
数
並
び
に
当
該
金
融
業

務
を
営
む
関
連
法
人
等
の
名
称
、
貸
借
対
照
表
の
総
資
産
の
額
及
び
純
資
産
の
額
並
び
に
主
要
な
業
務
の
内

容
ニ

連
結
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
会
社
で
あ
っ
て
会
計
連
結
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
も
の
及
び
連
結
グ
ル
ー
プ
に
属

し
な
い
会
社
で
あ
っ
て
会
計
連
結
範
囲
に
含
ま
れ
る
も
の
の
名
称
、
貸
借
対
照
表
の
総
資
産
の
額
及
び
純
資

産
の
額
並
び
に
主
要
な
業
務
の
内
容

第
三
条
第
二
項
第
一
号
中
ホ
を
削
り
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
自
己
資
本
調
達
手
段
」
の
下
に「（
そ
の

額
の
全
部
又
は
一
部
が
、
自
己
資
本
比
率
告
示
第
十
条
の
算
式
に
お
け
る
コ
ア
資
本
に
係
る
基
礎
項
目
の
額
に
含
ま

れ
る
資
本
調
達
手
段
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
自
己
資
本
の
構
成
に
関
す
る
開
示
事
項
は
、
別
紙
様
式
第
二
号
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
金

融

庁

厚
生
労
働
省
告
示
第
二
号

労
働
金
庫
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
二
十
七
号
）
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀
行
法
（
昭
和

五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら

し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
（
平
成
十
八
年
金

融

庁

厚
生
労
働
省
告
示
第

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

第
四
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
及
び
第
八
条
第
二
項
第
五
号
中
「
又
は
前
払
年
金
費
用
」
を
削
る
。

〇
金

融

庁

農
林
水
産
省
告
示
第
一
号

農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
農
林
水
産
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
百
四
条
第
一
項
等
の
規
定
に
基
づ

き
、
農
業
協
同
組
合
等
の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
開
示
事
項
（
平
成
十
九
年
金

融

庁

農
林
水
産
省
告
示
第
四

号
）
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

（
農
業
協
同
組
合
等
の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
開
示
事
項
の
一
部
改
正
）

第
一
条

農
業
協
同
組
合
等
の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
開
示
事
項
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
三
月
二
十
八
日
」
を
削
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
次
項
に
定
め
る
」
を
「
自
己
資
本
の
構
成
に
関
す
る
開
示
事
項
、」に
改
め
、「
第
三
項
に
定
め

る
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
定
量
的
」
を
「
第
一
項
の
定
量
的
」
に
改
め
、「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号

を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
ホ
を
削
り
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
ヘ
中
「
第
六
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第
五
十
四
条
第
二
項
第
二
号
、
第
百
五
十
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
二
百
二
十

三
条
第
一
項
」
に
改
め
、「（
自
己
資
本
比
率
告
示
」
の
下
に
「
第
九
十
九
条
、」を
加
え
、「
資
本
控
除
し
た
額
」
を「
千

二
百
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
が
適
用
さ
れ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
額
」
に
改
め
、同
号
チ
中「
次

に
掲
げ
る
」
の
下
に
「
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
」
を
加
え
、
同
号
ヌ
中
「
実

績
値
」
を
「
実
績
値
と
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
イ
中「
又
は
基
礎
的
内
部
格
付
手
法
」

の
下
に「（
内
部
格
付
手
法
の
う
ち
、
事
業
法
人
等
向
け
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
てＬ

Ｇ
Ｄ

及
びＥ

Ａ
Ｄ

の
自
組

合
推
計
値
を
用
い
な
い
手
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
イ
]
中
「
採
用
組
合
」
を
「
が
適
用
さ
れ
る

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
係
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項

第
六
号
イ
d
及
び
ロ
^
中
「
第
二
百
二
十
三
条
」
を
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
」に
、「
自
己
資
本
か
ら
控
除
し
た
」

を
「
千
二
百
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
が
適
用
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同

項
第
七
号
イ
中
「
、
時
価
及
び
」
を
「
及
び
時
価
並
び
に
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
を

同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
定
性
的
」

を
「
第
一
項
の
定
性
的
」
に
改
め
、「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
自
己
資
本
調
達
手
段
」
の
下
に「（
そ
の

額
の
全
部
又
は
一
部
が
、
自
己
資
本
比
率
告
示
第
二
条
の
算
式
に
お
け
る
コ
ア
資
本
に
係
る
基
礎
項
目
の
額
に
含
ま

れ
る
資
本
調
達
手
段
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
自
己
資
本
の
構
成
に
関
す
る
開
示
事
項
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
半
期
の
開
示
事
項
）

第
四
条

規
則
第
二
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
第
二
条
（
第
三
項
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一

項
の
定
量
的
な
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
条
第
一
項
の
定
量

的
な
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

規
則
第
二
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
及
び
金
融
庁
長
官
が
別
に
定
め
る
事
項
（
連
結
自
己
資

本
比
率
を
算
出
す
る
組
合
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
前
条

（
第
三
項
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
の
定
量
的

な
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
条
第
一
項
の
定
量
的
な
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
条
と
し
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
適
用
時
期
）」を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
己
資
本
の
構
成
に
関
す
る
開
示
事
項
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

農
業
協
同
組
合
等
の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
開
示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
平
成
二
十
六
年
金

融

庁

農
林
水
産
省
告
示
第
一
号
。
次
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
六
年
改
正
告
示
」
と
い
う
。）の
適
用

の
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
二
項
（
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
別
紙
様

式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
別
紙
様
式
第
一
号
」
と
す
る
。
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